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昭和31年度日本気象学会総会及び講演会

　　　　　　　　（5月17－19目）

　　　　総会，講演会の日程および会場

次 第

1．、研究発表

2．記念撮影

3．研究　発　表

4・　”集誌”と　”禾気”の在

　　り方についての懇談会

5．気象学会賞贈呈式

6．受賞者記念講演

　　澤田龍吉
　　佐々木嘉和・都田菊郎

7．総　　　　　会

　　a）理事長挨拶
　　b）議題審議
　　（議題は140頁参照）

8．懇　　親　　会

9．　シンポジアム

　　a）長期の予報に関す
　　　　る基礎的問題

　　b）降水要素の成長過
　　　　程について

　　（140頁参照）

10．見　　　　　学

　　　電子計算機の見学

日 時

17日（木）

午前9時～午後5時

17日（木）

午前12・時

18日（金）

午前9時～12時

18日（金）

昼　　休，

18日（金）

午後1時

18日（金）

午後1時20分
　　　　　～午後2時

18日（金）

午後2時

18日（金）

午後6時より

19日（土）

午前9時～12時

19日（土）

午後1時より

場 所

理学部講堂

学士会館

理学部講堂

学士会館

理学部講堂

理学部講堂

理学部講堂

理学部講堂

学士会館

学士会館

備 考

第　一　会　場

第　二　会　場

第　一　会　場．

第　二　会　場

会費200円会場受付で

招待券を差し上げます

既報の会場は変更

（註）　本大会についての一切の問合せは　宛卑：東京都文京区弥生町

　　　　　　．東京大学理学部地球物理学教室

　電話（92）2121，3181（内線）6472，6473

大会委員長正　野　重　方
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昭和31年度日本気象学会講演会題目及び要旨

　　　5月7日：第一会場（0900～1200）

　　　　　／
　1．吉武秦二（名古屋地方気象台）：球面上の長波の

　　　伝播速度について（10分）

絶対渦度保存の式を球面上で解析的に解くことはすで

にHaurwitz，Neamtanによってなされ，球面上の解

として教科書に載せてある．しかし，この解をよく吟味

してみると，平面上のRossby解とは性格の違ったも

のであることに気が付く．Rossbyの解に対応した球面

上の解は波数が大きくなれば漸近的にRossbyの解に接

近しなくてはならない．このような性質をもった渦度方

程式の新しい解について述べる．波数が6以下の場合に

は平面座標による取扱いは無理である．

　2．正野重方ぐ東京大学理学部）：渦度方程式に関す

　　る研究（12分）

a．運動を渦度方程式によって扱うのが数値予報その他

　近頃の理論で行われることであるが，その場合気圧は

　消えているので，気圧と流線の関係がどうなっている

　か判らない．この関係を明らかにするためには，気圧

　と流線函数との関係を求める必要がある．72ψ＝oψ

　（ψ：流線函数，0／は時間のみの函数）の条件を満足す

　る場合

　　ψ＝ノψ一去（ψ％＋ψ2〃）＋号一書鞄

　が運動方程式の厳密な積分として求められる．この式

　についての若干の吟味を行う．

b．長い波では1日以上の数値予報が可能であるが，小

　さい現象（例えば乱流の程度）では1時間先の予想も

　不可能の様に思われる．渦度方程式の相似法則によっ

　てこの問題を考える．さらにこれに関連した問題につ

　いて吟味してみる．

　3．正野重方，相原正澤（東京大学理学部）：バロト

　　　ロピック流体中の運動エネルギーの交換（10分）

　最近，流体系の安定性の議論では，非線形方程式にも

とづき，系のエネルギーの初期の変比率（誓または

票）を求め，それを規準にしている．ここでは，バト

ロピック流体につき，一般流とじょう乱の間の運動エネ

ルギー交換の様子を，時間的に高次の項まで求め，安定

性を論ずる．

　4．　力武桓雄（中央気象台研修所）：気圧擾乱の移動

　　　とSimple　waveについて（20分）

　1954年6月2日関西に発生した気圧擾乱線は降雨の急

激な衰弱を伴いながら本邦を東進し洋上に去った．各地

の記録を用いて解析した結果擾乱は850mb～600mb附

近でtroughの東側に急激な東西の温度傾度が出来たた

め，温暖前面に擾乱を生じそれが弧立波として東進した

ものと考えられる．偏向力や地面摩擦をも考慮に入れて
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進行速度を与える式を導いたがこの場合は重力以外の力

は無視してもよく結局
γ＝U鵬＋4gh（1願が実測とほレま一致する速度を与

える．ここでU糀は前面の下にある気柱の平均の風速東

西成分であり，FreemanやTepPerが述べたsimple

waveの式と形は同様であるが取扱いが一次元でない点

がより事実に近く，また降雨との関係も前面の下での鉛

直気流によって更によく説明され得る．

　5．小河原正已（気象研究所）　：確率的微分方程式と

　　　確率的微差方程式との関係（10分）

　これは常数係数の線型微分方程式の場合で，スペクト

ラムの立場からすでに数学会で論じたことがあり，S．

G．Ghurye（1955）もこれに関連した研究をしているが

ここでは応用的見地から老察する．微差のとり方が方程

式の確率論的性格を変えるという事実は数値予報に対し

ても参考になると思われる．

　6．荒川昭夫（気象研究所）：帯状平均流が維持され

　　　る機構について（II）（15分）

　季節変化程度のスケールの大気の変動は，熱源の南北

分布の季節的な変化に対応して起る準定常な変動と老え

られる．ここでは一般流，じょう乱のエネルギーなど，

東西方向に平均した量がすべて定常な場合を取扱った．

線形化された，3次元的な渦度方程式を用いて，主とし

て角運動量，熱の輸送，熱源の南北分布などが満たさね

ばならぬ関係が得られ，経験事実をある程度説明出来る

ことが解った．

　7．増田善信（気象研究所）：山岳による偏西風ジェ

　　　ツトの分離について（10分）

　前の報告で，本邦附近の梅雨現象が偏西風ジェットの

分離と関連していることを示し，このような分離がヒマ

ラヤによる影響であることを理論的に示した．しかし，

紫こではじょう乱方程式を解く際の南北の境界条件に実

際と合致しない無理なものを老えたため結果は不満足で

あった．ここでは山岳をエルミット多項式で展開するこ

とによってこの欠点を除きこの問題を再び取り上げた．

　8．中島暢太郎（京都大学理学部）：地球をとりまく

　　　大気輪の慣性波に関する考察（第2報）（10分）

　昨年度年会において，中緯度偏西風波動を地球をとり

巻く大気輪（中緯度対流圏全体を包含する）の慣性歪波

として絶対空間の観点から考察することにより，その不

安定性を説明し得ることを述べた．今回はこの種の取扱

いと一般に行われているプラネタリー波の理論的取扱い

との間の関係を明かにし，か9実状とこのモデルとの比

較を行った．

　プラネタリー波のトラフとウェッジでの子午断面図

「



（特に等温位面の傾き）に相違のあるととはこのモデル

にとって有利であるが，圏界面と地表で波の位相が正反

対になるごとが最大の難点である．しかし上層の寒冷な

cut　o鉦10wの下の地面附近にhighが存在する事実な

どはこれの打開点となり得る．

　9．松本誠一，曲田光夫，竹内衛夫（気i象研究所）

　　　：順圧準地衡風渦度方程式の積分方法について

　　　その1　短期予報へφ応用（12分）

　非線型渦度方程式の積分方法については，Chamey，

Fjort6ft，von　Neumanによる繰返『し法（marching法）

が標準的な方法となっているが，計算安定度の問題があ

るので繰返しの時間々隔はある程度以上長くとることが

できない．そこで時間の函数として直ちに解を求めるこ

とを考えた．この方法によれば，線型微分方程式の簡単

な解を第1近似，第2近似・・として求め，これを結合す

ることにより任意時間先の解を構成することができる．

とくに24時間程度の予報の目的には，第2近似で充分な

精度の解がえられると考えられる．

　10．松本誠一，伊藤宏，曲田光夫（気象研究所）：順

　　　圧準地衡風渦度方程式の積分方法について　その

　　　2，一中間予報の可能性（10分）

　その1で述べた方法によれば，・特に長い波だけを考え．

ると半旬程度まで第2近似でよいことが知られる．そこ

で北半球500mb天気図を用い，長い波（波長5000km以

上）の予報を試みた．

　11．東京大学理学：部　地球物理学教室　気象研究室

　　　：移動坐様を用いた数値予報（10分）

　初期の場より，一般流に相当する気圧場をぬき去り，

残りの場について数値予報を行ってみた．この方法では

一様な一般流は，単ヒ場全体を移動させるのみで，他と

相互作用をしないから，残りの場について従来の数値予

報を行い，後で場を移動させればよい．二重フーリ手級

数法で，残りの場の予報を行ったが，これまで，この方
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法の欠点とされたものを，ある程度取り除くことができ

る様になった．実例として，1954年5月9日から，12，

24時間の予報では，相関係数0．74，0，85の結果がえら

れた．

　12．岸保勘三郎（東京大学理学部）：積分一緩和法に

　　　ついて（10分）

　現行の数値予報方式はまずJacobianなどを微差形式

で求めて後に緩和（Relaxation）を行っている．これに

対して，もっと精度のよい方法として積分一緩和法（ln－

tegra1－Relaxation　Method）を考えてみた．前者の方法

にくらべ，誤差が数分の一になり，100mb，300mb等上

層大気の数値予報に用いると効果的である．

　13．松本誠一（気象研究所）：パラメーター・層モデ

　　　ルについて（12分）

　安定度の垂直輸送を老慮に入れた数値予報モデルには

少くとも4層を必要とするので，従来はこの項は無視さ

れてきたが，日本附近のように大規模な安定層が存在す

る地域では考慮する必要があると老えられる．安定度分，

布に適するパラメーター表現を仮定し，各層でωをre－

1axするという方法でこの項の影響を老慮することにす

れば，同時に非線型モデルともなり好都合である．ここ

では最も簡単なモデルでこれらの影響を調べた．

　14．佐々木嘉和（東京大学理学部）：風および気圧の

　　　場の数値予報（12分）

　これまでの数値予報は，地衡風近似という根本的な仮

定のもとに，とりあつかわれてきた．その仮定は風と気

圧の場を強制的に束縛するものである．ことにコリオリ

カ∫の小さい低緯度地方において　あるいは，中緯度低

気圧の中心附近においては，その仮定が許されなくなる

ことは明らかである．そこで，地衡風の仮定を捨て，運

動方程式そのままの形で，風と気圧の場の数値予報を試’

みてみた．
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5月17日：第二会場（0900～1200）

　15．川野　実（電気試験所）乳気柱抵抗におよぽす

　　　Austaus：h、および放射能汚染の影響（12分）

　大気の汚れを老慮に入れた気柱抵抗はGishによつて

求められているが，これは凝結核数の垂直分布が与えら

れたものとして計算したものである．従って，大気の垂

直運動の変化による影響など，空中電場の諸変化に最も

密接な関連を持つ問題については何ら教えていない．こ

こでは市街地および田舎における電場変化型の相異を説

明するためにAustaushの影響を老慮して，気桂抵抗

の日変化を計算しだ結果を述べる．あわせて・人工放射

能レ亡よる大気汚染について上述の結果を適用して議論す

る．

　16．伊東彊自・森口実・成瀬弘・神山恵三・矢野直・

　（気象研究所）北博生・山口裕（東京医科歯科大学）

　　　：東京都における大気汚染（第2報）（12分）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ　前報に引続き今回は比較的空気汚染源に近い地点の大

気汚染状態と気象との関連をみるため川崎，荒川，神田

の三ヵ所で1956年2月15日から21日まで，SO2，塵操，

CO2，アルデヒド（神田だけ）の定時測定を行った．神

田の汚染状態が最も大であり，川崎は予想外に少く，荒

川でぽ夜間アルカリ性ガスの優越という特異現象がみら

れた．CO2濃度は神田がかなり大で変動はげしく，他は

0．02～O．04％程度で大体定常な値を示している．

　17．石井千尋，須田友重（気象研究所）大塚好造（久

　　　保田気募測器KK研究所）：ゾンデによる放射能

　　　観測（12分）
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　放射能観測用ゾンデをルーチン用にするための改良

と，上層大気汚染の最近までの観測とについて述べる．

　18．神山恵三・前田博（気象研究所）山口裕・梨本一

　　　郎・窪田為延・菊地和男（東京医科歯科大学）：

　　　血管運動反射におよぼす気象条件（第2報）一

　　　風とプレチスモグラフー（12）

　さきに報告したプレチスモグラフにさらに較正装置を

付した．種々な着衣状態において，被検老の背部より風を

送り，風の刺戟に対する血管運動反射を，指先の容積変

化の速度を目安にして測定した．風による熱のそう失は

輻射による熱のそう失とは，血管運動反射におよぼす

Pattemが違うことがわかった．風はその物理的な冷却

因子を除外して考えても皮膚刺戟体として血管運動反射

に大きな影響を与えることが確められた．

　19．矢亀紀一，毛利交郎（気象測器工場）：自記雪量

　　　計について（10分）

　Hellman式の傾斜秤型およびFergusson式のばね秤

型の自記雪量計をそれぞれの使用目的に従って各種台試

作した．ばね秤型は振動に感じること少く，感度を6大き

くすることが容易であるから長期自記雪量計に適当であ

る．長期自記雪量計では石油で受雪口金を加熱する型式

も試作した．隔測自記雪量には初めてコエランバーばね

を用い，パルス方式で自記電接回数器に記録するように

した．

　20．矢亀紀一（気雰測器工場）：自言己積雪計の試作

　　　（8分）

　簡単な自動カメラで積雪標柱を毎日1駒づつ撮影する

ものである．時計仕掛は自記時計のゼンマイを動力とし

て4カ月持続する．フィルムは35mm，1日10mmの送り

でシャッターは1日1回転の円筒シャッターどした．レ

ンズがピンホールであるのと，露出時間が長いのとで像

は鮮鋭でないので，いまのところ記録の精度はよくない

が，読取が容易で安価に出来ることを目的としたもので

ある．

　21．大井正一（中央気象台）：圏界面の定義について

　　　（10分）

　WMO書記局の勧告に従って1954年1年間に亘って我

国でCMOの定義とWMOの定義と両方に従って圏界面

を決定した．われわれはその1，4，7，10月の鹿児島

仙台，稚内の日々の値を気圧，温位に対してイソプレッ

Nごした．その結果はCMOが1053，WMOが616とな

り，WMOの規準では40％が無視される事になる．一致

する場合は46％で4月に少く，北程多い．上が抜ける場

合は20％で4月に多く，7月に少く，南で少い．下が抜

ける場合は15％で1月に少く，稚内で少い．CMOで採

れるがWMOで採れない場合は18％あり，4月に少く，

稚内に少い．断面図を作って見ると日本では赤道側圏界

面と極側圏界面が重り合っている場合が多く，この重り
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合った部分でWMOでは上か下が抜ける場合が多い．し

かしこれらの点も高層解析上いちじるしい点なので，抜

けることはまずいと思う．このようになる一つの理由は

WMOの規準の中に減率3。C／1000mと云う一つの制限

が入っているからで，この制限は余計なものであると思

う．なおわれわれは，Dines，IMO，印度，米，英，

WMO　Code　No．669等の定義を世界共通の一地点観測

客観性，空間的連続性，時間的連続性，気象的意義，等

の観点から批判した．

　33．北岡龍海（中央気象台）気球の破裂高度と大気オ

　　　ゾン（12分）

　全国高層観測所における高度観測用気球の破裂高度を

調査した結果，之が大気オゾン量およびその垂直分布に

密接な関係のあるらしい事がわかった．これに関する報

告と，之に関聯せる大気オゾンに関する若干の調査結果

を報告する．

　23．川村清（気募研究所）：大気オゾン量と気象現

　　　象（10分）

　1953年6月から1955年9月までの約2年間，東京にお

いてカドミゥム光学電管を使用して大気オゾン量も観測

した．なお，この装置によって求めた結果のすべては，

Dobson　Spectrophotometer　と同時観測することによ

り，標準化してある．今回は上記オゾン量の日々の変動

と気努現象との関連について報告する．

1．　一般にジェット流の北側ではオゾン量が多く，南側

　では少くなる傾向にある．

2．著老等が前に発表した地上の気圧配置との関連

　〔papers　in　Met．and　Geophys，5，178（1954）〕をさ

　らに詳しくしらべた．

　24．山本義一，笹森　亨（東北大学理学部）：

　　　Emdirical　Studyon　Transmission　Function

　　　for　Water　Vapour（12分）

　圧力効果を考慮に入れると赤外輻射の透過函数は2つ

乃至3つの変数によらない．と正確にはあらわされな

い．しかしこれではFlaxを求めるにあたってradia－

tion　chartのtechniqueを用いることができないので

われわれは透過函数をある1つの変数の函数として表す

ことを試みた．これによってさらに精度の高いradia－

tion　chartを作る可能性が生じる．

　25．．山本義一，斎藤隆幸（東北大学理学部）：霧によ

　　　る赤外輻射の透過率の測定（10分）

　人工霧による赤外輻射の透過率が，透過した霧水量に

よりどのように変るかを実験的に求めることができた．

またこれらの測定結果をもとにして，雲の輻射による加

熱および冷却を求めた．

　26．大谷和夫（名古屋地方気i象台）：大気輻射につい

　　　て（10分）　　　　　　　　　　　　　　　、

大気輻射について，2，3の予備的調査を行った結果
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を報告する．

　（1）1955年2～3月，Dines型輻射計を試作して大気

輻射を測定した．（2）雲のある場合のNet　Fluxを輻

射図により計算し，雲高との関係を調べた．（3）山本と

rの輻射図についておのおのの気圧効果，CO2，

水蒸気の取扱いの違いが計算結果に与える影響を各項目

ごとに検討した。（4）日本付近の対流圏の輻射冷却を，

季節別に，輻射図から求めた．

　27・当舎万寿夫（気象研究所）：大気下層状態と極超

　　　短波の伝播関係について（12分）

　大気下層の成層状態によって，糎波（マイクロ波）の

伝播に異常な現象を生じることがある．現象が局部的問

題であって巨視的立場からは説明づけられない場合が多

い．なお，高層観測が現行のようでは，短時間の現象を

把握することが困難である．よって，各地の高層観測資

料よりあらゆる場合の大気成層状態をしらべ，とくに不

連続線通過時の模様をもって，マイクロ波の伝播影響を

しらべる．

　28．吉原善次，青柳二郎（気象研究所）：レーダー雨

　　　量積算装置と雨量計との面積降雨量の比較（第一

　　　報）（10分）

　本年4月よりレーダー雨量積算装置と自記雨量計との

面積降雨量の比較観測を行っている．自記雨量計は館野

高層気象台を中心とし半径約30kmの区域内にある約20

個の自記雨量計を使用してその区域内の1時間降雨量を

調べ，レーダー雨量積算装置による1時間毎のカウント

数と比較した．降雨量1（mm／hr）と受信信号電圧Eと

の間にはつぎの関係が成立する．

　　　1－EPRP．1。・・1P孟∫島・疏

　荘・4は可変係数で本装置ではつぎのように，なる．

　　　　　　　　P＝1～2　　　可変、　　　　　　　ゼ 季

　　　　　　　　ノ4ニ0．01～0．04可変

　今回の比較観測は上述の可変係数E．4を種々変化さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・yせて最適値を求めることが第一の目的である．

　29．吉原善次，青柳二郎（気象研究所）：レーダ剛円

　　　偏波装置による降雨観測（8分）

　レーダー波の偏極度と降水粒子の形状との関係につい

ては多くの研究結果が発表され，偏極度を適当にするこ

とによって雨滴からの反射を消すこともできるのでその

結果雨滴の形状を推定することも可能となる．

　今回は先に試作したレーダー円偏波装置を使用して観

測した結果について簡単に報告する．本装置は直線偏波

と円偏波の2種類に変化することができるので，円偏波

と直線偏波に対する雨滴，・雪片等からの反射強度の比較

観測を行った．

　30．今井一郎（気塚研究所）：レーダー・エコ閣の形

　　　態と移動（第2報）　（12分）

　前報に引続き，レーダ」・エコーの形態と移動におよ

ぼす上層風の影響を調査した．特に駅雨性エコーについ

て，その発生，成長，移動の解析を行い，地上気象の場

と比較した．

　31．市村市太郎，今井一郎，藤原美幸，吉原善次，青

　　　柳二郎（気塚研究所）：降雪の落下速度，粒度分

　　　布，レーダ肖反射について（第2報）（10分）

　16mm映画および螢光灯光源による雪片の落下速壌の

測定，雨滴計による粒度分布の連続記録から降雪のレー

ダー反射因子を計算し，昨年の結果と比較した．今年は

レーダーとの比較観測は機会がなくてできなかった．

継

5月17日　第一1会場（1500～1700）

　32・草野和夫ぐ仙台管区気象台）：発散の近似的計算

　　　法と雨量予報への応用（12）

　総観尺度における水平発散は地衡風近似を用いて計算

し得ることを述べ，これとベラミーの方法と比較し，か

つ断熱法による上昇気流と比較した．この方法は台風が

700mb面の水平耳y轍域を選んで進むという経験則を用い

れば進路予想にかなり有効である．水蒸気の質量発散

（すなわちストレージ）をこの方法を用いて計算すれば

降雨強度め水平分布が得られるから，降雨強度を保存量

と見倣すことによって面積平均雨量を予想することが可

能である．予報精度は東北平均雨量で土7mm位である

　33．村上多喜雄（気象研究所）．藤原滋水（中央気象

　　　台）崖保勘三郎（東京大学理学部）斎藤直輔（東

　　　京管区気象古）：下層大気の数値予報（12分）

　今迄の多層モデル，パラメーター．モデルの代りに，

大気下層の数値予報に便利な移流一発散モデルを考えて

みた．まずωについての鉛直分布を求め，地形等の影響

を論じてみた．次に予報例としてMay　stom（初期値

は1954年5月9日15Zの分布）をえらび地上天気図の予

報を行ってみた．結果はかなり満足すべきものをえた．

　34．斎藤直輔（東京管区気象台）藤原滋水（中央気象台）

　　　崔保勘三郎（東京大学理学部）村上多喜雄（気象

　　　研究所）：日本における雨量の数値予報（12分）

　降雨の機構を次の二つに類別して雨量の数値予報を試

みた．

（a）力学的降雨例としてMay　stomをとりあげ，この

　時の降雨が上層のつよい鉛直速度で説明されることが

分った．

（b）これに反して下層の暖かい空気の地形上昇による降

　雨，すなわち地形性降雨については梅雨時の豪雨を予

報してみた．ともに強度及び雨量分布について満足す

　べき結果を得た．

～
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　35．都田菊郎（東京大学理学部）：水蒸気の数値予報

　　　（12分）

　先に雨の予報方式として，予報期間を微小時問虚に

区切り，各時間毎の過飽和水蒸気量を総和する方法を示

した．この報告では，最初に虚時間内に凝結する水蒸

気量の算出数式が簡めた形で表わされることを示す．ま

た，Stepをふんで予報を行っていくとき，凝結後にと

り残される水蒸気量が正確に予報できているかどうかが

問題になる．この点について調べた結果を述べる．

　36．真鍋淑郎（東京大学理学部）：凝結熱のLarge

　　　ScaleのPattemにおよぽす：影響について

　　　（12分）

　凝結に伴って発生する潜熱の量が相当大きい事はよく

知られている．そこで，この凝結熱がLargeScaleの

Pattemにどの程度の影響を及ぼすかについて色々な角

度から解析した結果について述べる．すなわち

　1．降雨域におけるpotential　vorticityの保存性に

　　ついて

　2．凝結量の3次元分布について

　3．長波放射による冷却について

　4．降雨域内の上昇流速について

を前に東大気憂研究室で雨量予報を行った時に使った

Dataを用いて調べ，さらに凝結熱をも老慮した雨量予

報の方法について考察する．

　37．鈴木栄一（気象研究所）：数値予報の検証につい

　　　て（10分）

　数値予報を完全に検証するには，モデルと仮定，微分

を微差で置換えること（解の存在条件と計算安定度），

四則演算，実況との比較など全般についてやらねばなら

ないが，ここでは現在行われている相関係数法以外に用

いられそうな簡単で推計学的にも一応の根拠ある2，

3の図式方法についてのべる．

　38．窪田正八（気象研究所）栗原宜夫（中央気…象台）

　　　：バロトロピック・モデルによる5日予報（15分）

　改善された窪田・栗原の方法を用いて行った5日予報

の結果，およびその結果と観測値とのくい違いの分布か

ら，絶対渦度の保存性と渦度の分布との関係を調べた結

果を報告する．

　39。毛利圭太郎（中央気i象台）：旬日雨量予報の1つ

　　　の試み（10分）

　予報現業作業において簡単な手続で旬日程度の雨量予

報を行うため，700mb北半球天気図上の露点温度の分布

を利用する方法を考え，これを約半年実際に応用してみ

た．東経60。E付近の露点分布図をつくり，露点の空

間傾度および時間変化から大略の雨量を予想する．実際

上は相当有効であるが，東向きの速度とか，この現象の

機巧などに関しては分らないことが多い．

　40・西本清吉（大阪管区気象台）：雨量長期予報研究

　　　（第1報）（15分）

（1）Time　mean　pattemについて

　Time　mean　pattemとdaily　disturbanceとの関係

　およびtime　mean　pattemの変動についての理論的

　考察を述べる．

（2）1950年の500mb半旬平均図による解析

　1950年の10ng　wave　system　の変動を，半旬平均

　zonal　indexとの関係から調べ，またzonal　indexと

　西日本の半旬平均気温，雨量との関係を調べた．

　41．吉野　格（高松地方気象台）：大気の大循覆から

　　　見た1952年の梅雨期前後の天候について（10分）

　米国気象局発行のシノプティック・ウェザー・マップ

の500mbの低温域，高圧域の日々の変化が大気の大循

環を示すものと考えて，これと西日本の梅雨期前後の天

候とがよく関連しあっていることを調べた．北極圏内の

上層の高圧域は中緯度高圧域からカット．オフされて北

上したものが多く，200mb層に圏界面をもつ中緯度の

暖気団が次第に変質されつつあるものと考え，また上層

の低温域は300mb層に圏界面をもついわゆる北極気団と

考えると都合の良いことが多い．

　42．予報研究室竹平町分室：700－MB半旬平均天気

　　　図と天気との関係（12分）

　汎天候の解析の一助として700mb半旬平均天気図の

型の分類を行い，地上気温，降水量，気圧配量の変化な

どとの関係をしらべた。

　43．小沢　正，戸松喜一（気象研究所）：夏期，大循

　　　環の統計的性質（序報）（12分）

　M．WhiteとW．C．Palsonのinfluence　functionに

よる予報法が独立な資料について，3日～5日の予報には

期待に反した．その一因は大循環の年々の差異にあると

思考される．1951，52年の北半球500mb面の角運動量

水平輸送と，大循環の各緯度間の相互関係について，

Fourier解析より統計的に調査した結果を報告する．

　44．藤田敏夫（気象研究所）：500mb面における

　　　Normal　Pattemの年変化　（5分）

　前回の報告の補遺として，500mb面のnormal　pro－

fileの逐月変化を使って，まず緯度による一様な上昇，

下降傾向の年変化を調べ．次に，それらを差引いた，

norma1500－mb　pattemの逐月変化図に現われる特性

について報告する．

安藤正次（気象研究所予報研究室（仙台駐在））：北半

　　　球の空気量の変動から見た大気膿流（続報）

　　　（12分）

　昭和10年（1935），昭和29年（1954），の冷夏年は月平均

の見方でそれぞれ4月および5月に極を含めた高緯度に

（N50。以北）平年よりかなり大規模な空気量の増加が

現われているー．この現象を手掛りにそれ以前の冬期の北

半極の気圧分布状態及それ以後の冷夏との関連性につい

6
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て調査した結果を報告する．

　46・藤田敏夫（気象研究所）：上層の混合比変化から

　　　見た季節の推移　（8分）

　日本附近の上層混合比の季節変化に不連続現象が見ら

れることは，すでに松倉氏によって指摘され，著者も一

昨年の報告で，この現象が偏西風の大規模な変化と関連

していることを明らかにした．今同は，世界各地（0・E，

80。E・140。E，80。W）の上層混合比の季節変化を調べ

たが・いずれも，大体同じ頃に不連続な変化をしている

ことが分った．そこで，この変化と偏西風の緯度分布，

乱流輸送，Planetary　waveの振巾との関係を調べて見

た．

　47．渡辺次雄（中央気象台）　：北半球における熱源冷

　　　源の分布について　（長期予報の理論的研究（8））

　　　（10分）

　さきにわれわれは月平均状態を準定常場とみなしうる

ことを示し，渦度場，発散場，ソレノイド場等の解析を

行った．ここではおなじくアメリカ気象局作製のno，一

malchartについて700mb面上の熱源冷源の分布を

1～12月について求めた結果を示し，積分大気の発散場そ

の他要素との関係を吟味した結果を報告する．

　48・福田喜代志（仙台管区気象台）：大気候的に見た

　　　Action　Centerの変動と持緯について（15分）

　大きく見た大気環流状態には，ある程度持続性が見ら

れる．このことは季節予報上，類似による前徴現象や相

関と関連する．それで，北半球高緯度の月平均気圧偏差

分布図を，長（10カ月内外），並に中（4カ月内外），短

（2カ月内外）週期の3変動に分離したものにして，各

週期変動につき，その変動の中心の分布，その持続，並

びにこれが北日本の気候に及ぼす影響等につき調べた．

変動の中心はaction　centerとして知られた現象の起る

地域に集中し，かつその変動中には，北日本の気温と平

行するものがある．

　49．竹示一雄，山口弘一（福岡管区気象台）：延長予

　　　報を目的とした偏西風波動の変動に関する考察

　　　（12分）

　トロフリッジダイヤグラムによって，10ng　wave

short　waveの位置，運動を決定し，まず10ngの場と

天気現象のbaseの関係を調査した．つきに10ng　wave

の持続性，位置およびintensityの変動の原因を考え

た．変動の原因としては季節的な変動，南北の熱交換な

どがあり，これら原因による変動の特性を調べた．つぎ

に10ng　wave　Pattemの変動が，short　waveの運動

に及ぼす影響を考え，これを通じて予報期間を延長する

問題に言及した．

5月17日：第二会場（1300～1700）

　50。堀　健夫（北海道大学低温科学研究所）：水の薄

　　　膜の蒸気圧と過冷却（序報）、（10分）

（1）一方が僅かな曲率をもった凸面，他方が平面の二枚

のガラス板あるいは水晶板の間に水を挟み，0次から始

まるNewton　ringを作る．これを真空装置に入れ，温

度を任意に変え得るようにして，蒸気圧と，温度と，水

の薄膜の周辺における厚さとの相互関係を測定「した．厚

さは・水の周辺とNewton　ringとの相互位置を写真の

上で測定することによって求めた．結果として，厚さが

ほぼ1，000μ以上においてはbulk　waterの蒸気圧と変

らないが，1・000μ以下では次第に蒸気圧が減少し100μ

付近で急激に減少して10－4mmHgの高真空においても

ぜんぜん蒸発を起さないような安定状態に達することが

分った．　　　　　　　　　1

　（2）平面のガラスあるいは水晶に挟んだ水の薄膜の凍、

結実験を　一100。Cまで下げられる低温箱を利用して行

った結果，水の厚さがほぼ3／100mm以下になるとしば

しばになつても凍結を来さないという事実を発見した．

凍結を来したかどうかはポラロイドによる偏光を利用し

て複屈折現象を起すかどうかによって判定した．

　51．浜　昊一・伊東彊自（気象研究所）：過冷却水簡

　　　の凍結について　（12分）

　前報では冷却棒の先端に水滴一コをのせて冷却さ茸た

が，このたぴは冷却棒の先端で面積4．1cm×3．4cm厚

さ8・5mmの真鍮板を冷し，板に設けた径4mm，深さ

2mmの穴を30コに充したシリコン（ShinetsuKF96F）

の中で水滴を冷却たせた．蒸溜水中に沃化銅，タルク，石

英，方解石，角閃石，輝石，長石，雲母，カオリン，“石

炭・ガラス，黄銅鉱，螢石，などの粉末を入れ凍結させ

てみた．沃化銀の場合の凍結温度が一番高く，石英，タ

ルクがこれに次ぐものである．

　52．丸山晴久（気象研究所）：核による氷晶形成の機’

　　　構について　（12分）

　Cold　box中でできる永晶のプラスチックレプリカを

つくり，電子微鏡でその核の観察を行いまた下部をドラ

イアイス中に入れた銅棒面に核物質をつけ，氷晶のでき

る温度範囲を測定した．核物質として，Agl，Pbl2，

Ag2S，MgOやNH41，Nal，AgNO3などを用いた，
非溶性核と可溶性核の差，昇華核の問題，critical　tem－

peratureなどについて述べる．

　53．熊井　基（北海道大学理学部）：雪核の研究III

　　　（10分）

　昭和31年1月から3月の間にわたって，十勝岳に滞在

して，採取した天然雪の結晶の中心核について報告す

る．

　54大竹　武（東北大学理学部）：電子顕微鏡による

7
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　　　　　雲及び霧核の研究’第3報　（8分）

　　　昨年夏から秋にかけて飛行機により房総上空，熊谷上

　　空，宮城県上空において積雲滴を捕捉し，雲滴に含まれ

　　る核を電子顕微鏡を使って研究した．その結果これら」二

　　空の核は山岳における雲核よりも小さく，直径0．1～0．2

　　μのものが多く，海岸付近の上空では他に比べて海塩核

　　が多く見出された．

　　　55．黒岩大助（北海道大学低温科学研究所）：海霧の

　　　　　凝結核の質量分布とその組成に関する所見

　　　　　（10分）

　　　われわれは，電子顕微鏡によって海霧の凝結核を調べ

　　ているが，そのsizedistributionをあらやすのに，写

　　真乾板のうえにえられた核の外径を測ってその大きさと

　　してぎた．したがって，同じ質量の核でも，コロヂオン

　　膜にうすく広がっているものと，massiveにかたまって

　　いるものとでは前老が後者より大きいことになる．この

」　ような不便を除くため，われわれはWoodcockなどの方

　　法によって，顕微鏡下で核試料を，いろいろな湿度の環

　　境におき，そのうえに凝結する水滴の大きさを測って，

　　chlorinityに換算したときの核の質量を求めた．それ

　　によると，写真乾板のうえで外径が7～8μの大きな核で

　　C1ノは10－119，小さな核で10－149のオーダーであった．

　　一方，既知の海水，NaC1溶液で人工の核をつくり，

　　chlorinityを測り，天然の核の電子顕微鏡写真と比べて

　　みると興味のある所見が得られた．これらはスライドで

　　説明する．

　　　56．大喜多敏一（北海道学芸大学旭川分校）：雨滴中

　　　　　の非吸湿性粒子の粒径分布について　（15分）

　　　1954及び1955年の7～8月に北海道中央部の十勝岳及

　　び旭岳中腹，黒岳山頂において，4回に亘って雨滴のサン

　　プリングを行い．その中に含まれている非吸湿性粒子の

　　粒径分布を調べた，その結果は

　　　（1）粒径分布の形は雨滴の大きさに無関係であり，各

　　観測地及び時期について特色ある分布曲線を示している

　　が，大体（4N／4f＝んグβ（β＝1マ～2．5）で表わされる

　　　（2）雨滴の粒子含有量は各観測地において大差なく，

　　又小雨滴を除き大体雨滴半径の2乗に比例する．

　　　（3）雨の降り始めからの粒子含有量の時間的変化を調

　　べたが余り著るしい変化はみられない．

　　　（4）黒岳において特に直径0．3mm以下の小雨滴につ

　　いて調べたが，これらの小雨滴は大きな非吸湿性粒子を

　　含んでいない．

　　　更に雨滴の粒子捕捉の機構を仮定してそれから導かれ

　　た計算結果と観測結果の比較を述べる．又1955年4月に

　　北海道各地に放射能を伴った降灰があったが，その灰の

　　粒径分布との比較を行った．

　　　57．小林頑作（北海道大学低温科学研究所）：

　　　　　Diffussion　Clou《l　Chamberによる雪の生成

8

L

　　　機構の研究一序報　（12分）

　筆老は北海道電力会社の援助により，フレオン22，

1／4HP冷凍機を装備した雲物理用の拡散型低温槽を完成

した．本器は常時低温室内に置いて運転するよう設計さ

れているので，槽の底部は一70。Cまで冷却可能であり

又頂部並びに水槽温度は室温（最低一40。C）から＋30。

Cまで任意の温度に加熱保持することができる．従って

これらの温度を適当に調節することによってラ槽内に任

意の温度分布を与えることができ，この中に人工雪を生

成させる時には，その生成条件を可成り厳密に論ずるこ

とができよう．筆老は次の

　i）一25。C以下の温度での，雪の結晶形と温度並びに

過飽和度との関係　ii）seedingによる氷晶の生成機構

iii）氷晶並びに雪の結晶の成長に対する微小水滴の寄与

について実験を進めるが，その予備実験的な段階を終え

たので，その間に観察された事柄について報告する．

　58．孫野長治，織笠桂太郎（北海道大学理学部）

　　　：微水滴の作る飛跡について（II）　（10分）

　昨年微水の分裂と飛跡について発表したがその後微水

の分裂と考えていたものは飛跡のごとく短いものに相当

することがわかった．飛跡のできる条件を量的に確める

実験を続行した結果を発表する．

　59．孫野長治，織笠桂太郎（北海道大学理学部）：

　　　雪片の荷電について（∬）　（上0分）

乾雪の荷電については空中電場との同時測定がないの

で本年は十勝岳山麓で観測を行った．荷電は極く少ぐま

た負が多かったが空中電場を測る電位計が漏えいのため

所期の成果が得られなかった．3月に入ってから北大構

内で観測を続行したが，結果は昨年新潟県で得られたも

のと同様に雪片の荷電の符号はその時の空中電場と逆の

ことカミ多し、．

　60．藤原美幸（気象研究所高層研究室）：各種のじよ

　　　う乱における降水粒子の粒径分布について（II）

　　　（12分）

　レーダー影像の解析の基礎として粒子の性質，空間の

粒往分布に関する知識を得ることは現在特に重要性をも

っている．前回は降水粒子の分布について従来の観測結

果から各特性を概括的に記述したが，今回は前回に引続

き対流性降雨を中心としてレーダー観測の資料を用いて

降水粒子の粒径分布の時間的な変化等の解析を行った．

　61．磯野謙治（東京大学，理学部）：降水要素の成長

　　　の研究（1）　（10分）

　最近Telfordは不連続な併合過程によって半径10μ程

度の雲粒から短時間の中に雨粒が成長し得るという考え

を提出したが，これに関し検討を加えると共に凝結或は

昇華に続く併合過程による雨粒の成長過程について論ず

る．

　62．伊東彊自（気象研究所）：1956年1月22日東京で
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　　　観測した大雪片　（8分）

　　1月22日の東京の降雪はあられや氷あられもまじえた

雲粒村の結晶のものであったが，丸山・浜の方法で雪片

の粒度を観測した．たまたま11時55分に観測したものに

水当量になおして水滴直経1．5cmという巨大なものが
『
あ

った．

　62．磯野謙治，駒林誠，藤田秀（東京大学理学部）

　：飽和食塩水撒布仁よる山雲の変形の実験　（12分）

　群馬県白根山附近で山雲の中に飽和食塩水を噴霧器で

撒布した．この際，食塩粒子の急速な成長及びこれにつ

づく重力落下による雲粒の粒度分布の変化が認められた

　64．磯野謙治，朧林　誠，藤田　秀，山中蓑昭（東

　　　京大学理学部）：沃化銀煙の拡散と過冷茸霧中の

　　　沃化銀による氷晶の成長の測定　（12分）

　日光戦場ケ原において，軽油バーナーにより沃化銀煙

を癸生させ，風下各点において，低温箱を用いて核濃度

を同時に測定し，拡散状態を調べた．また過冷却霧中

（一4．5。C）で発煙し1形成された氷晶の成長を各点で

測定した．

　65．武田京一ア坂上　務（九州大学農学部）：人工降，

　　　雨の飛行機実験　（10分）

　1956年1月から2月にかけて，3回九州北部で毎日新

聞社の飛行機を利用して，人工降雨の実験を行い，ドラ

イアイス撤布後の雲のi変形，降水の観測と，これをうま

く福岡管区気象台の背振山レーダーにとらえることが出

来たのでその状況と気i象条件との関係等について述べ

る．
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5月18日：第一会場（0900～1200）

　66．鈴木清太郎（中央気象台研修所）矢吹万寿（大阪

　　　府立大学農学部）：山越気流の模型的研究（2）

　　　附　フィッカーのフェーン説について　（10分）

　水槽中で山脈の模型を動かすとReynolds数の非常

に小さい揚合を除いては背後に渦が出来る．然し水槽中

を水と塩水の2層の液体にするとある速度の限度までは

渦動を発生せず山下に層流となって流下す．この限界速

度は境界面の高さが山高に接近するに従って大となる．

実際の場合も山越気流の盛んなときは，気温逆転層が山

の頂近くに現われる時で，これが又フェーン風の落下す

る条件となることは高層資料によρても逐次証明さるる

であろう．

　67．荒川秀俊（気象研究所）：Low・level　Jet・stream

　　　（10分）

　時として対流圏内で西風の速さが極大に達し，その後

一応高さと共に風速を減ずるが，200－mbレベル（約12

km）で再び極大となるような風速の二重構造をとるこ

とがある．このような場合，下層の強風層を為りにl

low－1evel　jet・streamと名付けた．かかる場合は悪天候

を伴うことが多いが，その解折例を示したい．

　68．荒川秀俊（気象研究所）：1956年2月中旬の迷走

　　　低気圧と上層風　（12分）

　今年2月中旬にかなり強い低気圧が北日本の東方海上

で迷走路をたどった．それを説明するために極東におけ

る上層風を解折し，併せて異常な径路をとったtranso－

sonde資料を示してみたい．

　69．荒川秀俊（気象研究所）：高縫度に侵入する台風

　　　とハリケ剛ンの類似性　（8分）

　ハリケーンでハッテラス岬以北のアメリカ大陸に侵入

するものは稀であるが，時としてNewEnglandhur－

ricaneのようなのが出現する．極東でも460N以北のシ

ベリヤ大陸に侵入する台風は少いが，まれに1954年のジ

ユ
． 一ン台風のようなのがある．高緯度に侵入する台風と

ハリケーンが奇妙に年次を同じくすることが多い事実を

指摘したい．

　70．関岡　満（京都大学理学部）：A　Hyphothesis

　　　on　Compound　of　Tropical　and　Ii】xtratro－

　　　pical　Cyclo皿es　for　Typhoon　in　the　Middle

　　　Latitudes　　（12分）

　1．　日本海を北上中，再発達した台風Marieは主台

風に中緯度低気圧が重合したと云う想定の下で解析され

この台風の見掛上の再発達は重合せる中緯度低気圧の発．

達によるものである事が見出される．この間，主台風は

滅衰しつつあったと考えられている．この想定に対して

synoptic　confimationが行われ，中緯度に侵入後再発・

達する台風の構造に関する重要な示唆が与えられるであ

ろうと云う主張が行われる．

　皿．日本海を北上中，滅衰せる台風Jane及ぴkezia

とほぼ定常であった台風Louiseについても，同様な想

定が行われ・この場合にも主台風の滅衰を考えて，重合

せる中緯度低気圧の発達と云う1と同様な結果が得られ

る．

　71．股野宏志（京都大学）：台風の順庄高度の存在に

　　。ついて　（12分）

　台風の中心における四周よりの気圧低下度の高さによ

る変化の実状は，ある高度までの低層ではおおよそ密度

に比例し，その高度で性状が急変する．今内域半径が高

さによって変らないと仮定すると，この高度以下の気層

では渦度が不変となり，Barotropic　Vortexを形成す一

る．この高度を”順圧高度”と命名する．順圧高度は個㌔

々の台風によって相当異なっているが，移動速度に関連

しているらしい事実が見出される．

72．増井次夫（横浜国立大学）：日本の上空に現わ物

　　　た高層低気圧について　（8分）
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　主として寒候期に日本上空に南下してきた高層低気圧

の性質，構造などについて述べる．　’

　75．山本主夫（大阪管区気象台）古都正雄（西郷測候

　　　所）：低気犀の急速な発蓬について　（10分）

　低気圧の急速な癸達は，（1）850～700mb層における

温度移流のラプラシアン，（2）500Inb層における渦度移

流の一方または双方の増大によって表わされる．この調

査は元来24時間に中心示度が20mb位深くなる危険な低

気圧を対象としたものであるが，この方法はまた晴雨判

別の予報手段としても役立つ．

　これに付随して，（a）イサロヒプスの利用価値（b）

ジェット解析の予報への応用，（c）速度発散の直接計算

の困難性などについて述べる．

　74．織畑重太郎（日本航空会社）　：日本附近における

　　　双曲線型気圧場内の低気圧発生　（12分）

　J．Bjerknesによって叙述された，等エントロピー上

昇滑走運動の理論を基盤とする解析により日本付近の一

実例について再検討を行った．シベリヤ気団の移流によ

って生じた寒冷前線に関し，寒冷空気側では下降運動，

温暖空気側では上昇運動の存在が明かにされ，前線強化

に役立っていること，前線波動の発生直後その中心の東

部が温暖前線に転化する機構が明るみに出されている．

　75．山田　一，中村　繁，松橋史郎，古川久伍（中央

　　　気象台）：夏期のジェツト・ストリーム　（12分）

　1950～1954年までの4力年にわたる月平均contour

．chartより140。Eに沿って緯度2。ごとに算出した地衡

風の結果から，本邦における夏期の上層風の平均状態と

くに平均ジェットについて述べる．次に1952年7～9月

までの3カ月にわたって140。E，緯度30。～60。Nの範囲

について5日移動平均地衡風のtime　sectionを500mb

および300mb面に関して作製しジニットストリームを

追跡した．このジェットスリームの変動と地上の前線，

上層のtroughやridge，温度揚，渦度および“E面”な

どの関連を調べた．とくに7月上旬および9月上旬にそ

れぞれ北上および南下するジェットスリームの機構に重

点をおく．

　76．毛利圭太郎（中央気象台）．：1953年梅雨期豪雨の

　　　上層解析　（10分）

　1953年6月下旬北九州に降った豪雨と，同年7月中旬

紀伊半島に降った豪雨について断面図解析を主とじた上

層解析を行った．これらの豪雨についてはすでに多くの

研究調査が行われているので，ここでは断面図上の特徴

と豪雨の機巧について2，3の点を述べてみたい．

　77．加藤喜葵夫（東京大学理学部）：梅雨前線の断面

　　　図解析と水蒸気量の変化　（12分）

　1954年梅雨期において，数例の断面図解析を行った．

同時に等圧面天気図を使って水蒸気の移動・凝結を計算

して実際の雨量と比較した．

　78．須田　建（中央気象台）：ブロツキング高気圧に

　　　伴う持続的寒気について　（12分）

　1954年10月前半には本邦全域にわたっていちじるしい

低温が持続した．このような顕著な現愛は大規模な六気

環流の異常として理解されるべきものと考えられるので

9月から10月にかけての500mb北半球天気図を調べた

ところ，北半球全域にわたるzonal　indexのいち「じるし

い低下に伴い，9月末東欧およびアラスカ湾にblocking

highが形成され，後老が西進してシベリヤ北東部に達

したとき極東に寒気の南下が始まっていることがわかっ

た．このblocking　highはその後のzonal　indexの上

昇期間中東部シベリヤで停滞したが，その南の縁にあた

る大陸東部にはcold　vortexがつぎつぎに形式されて

北日本を東進し，これに伴って起った強い寒気の移流が

北東気流型貧圧配置および持続的寒気の直接の原因とな

っていることが明らかになった．この報告では以上の経

過の解析結果について述べる．

　79．殿村清人（中央気象台研修所）　：2月13日の天気

　　　について　（12分）

　東京における2月13日の65年間の天気について調べた

結果，その前後に比較して13日は雨天になることが極め

て少い．すなわち13日の前後各3日間の平均と比べると

半分以下であることが分った．このような事がシノプテ

ィックの立場から本邦ぜんたいについてどのようになっ

ているか調べた．その結果，興味あることが得られたの

で，これについて述べる．

、

5月18日：第二会場　（0900～1200）

　80．小河原正已（気象研究所）：Available　Pre・

　　　cipitationについて　（8分）

　一ぺんに多く降った雨のある部分は利用されないで流

れる．その情況は利用目的によって異なるわけであるが

水力発電の場合を例にとって見ると，場所や場合にもよ

ぞが，概し’て1日数十粍以下がavilable　precipitation

と見られるようである．

　81．鈴木栄一：降水量に関する統計的研穽（第6報）

　　　一年降水量の機構について一　（12分）

　最近荒川（秀）博士，高橋（浩）博士により年降水量

の長期傾向が研究されている．それらの結果を気雰学的

に説明するには，年降水量の月別，要因別統計解析が必

要で，それを代表的地点につき，天気図から調べた結果

梅雨，台風，が特徴的に重要な役割を演じているが，低

気圧，前線，雷雨，秋霧，降雪，地形性のものも相当あ

り，表日本では6～10月が多く，裏日本では各月略一様

である．月別，要因別降水量の年降水量中で占める割合

はBeta一分布と考え・られ，その統計理論の発展が必要

剣
す

1ρ

，玉



乏される．

　82．鈴木栄一：降水量に関する統計的研究（第7報）

　　　一台風，梅雨による降水量の長期傾向について一

　　　（10分）

　年降水量の長期傾向に関連して，重要な台風，梅雨に

よる傾向を1900年以降の主要地点について主として順位

相関法によって調べてみた．その結果台風，梅雨とも顕

著な傾向はないが，地域性が相当あり，決定的なことは

いえない．周期性はあまりないが，変動ははげしい．と

なる．ただし，台風期，梅雨期は重なるので，両原因に

よる降水量，　（例えば昭和28年6月初旬）もかなり多く

形式的に分類困難である．客観的資料ではなヤ）が，一応

統計的に分類集計を試みた．

　83．小河原正已（気象研究所）：頻度分布の予想

　　　（8分）

　例零ば米の収量などに対しては，単に月平均気温の如

きものでなく，毎日の気温の頻度分布が影響すると見ら

れる．一般にある量の系列は（a）長期変動（b）周期変動

＜c）定常遇然変動に分解され，κの分布ξ＝F（κ）はこ

れらの成分の分布の合成により求められ，（a）の予報誤

差は主としてそのκ方向に，（c）の分布の推定誤差（自

己相関を考慮して求められる）はそのξ方向に生ずる．

　94．籾山政子・三寺光雄（気象研究所）：気候の統計

　　　学的研究　一気候要素の代表牲について一

　　　（10分）

　一地点の気候資料をもって，どの程度の地域範囲の気

候を推定出来るかという問題について，筆者等は既に統

計学的立場から検討を試みている．その結果一地点での

資料から推定出来る地域範囲は，季節によりゴ場所によ

りかなりの変化のあることが量的に明らかになった．

　85．長尾　隆（気象研修所）：頻度分布とシンギュラ

　　　ソチー　（10分）

　シンギュラリチーが各暦日毎の月平均気象要素の頻度

分布と密接な関係をもっていることは2回にわたって報

告した．ここではさらに雨の頻度分布を記述するGam－

ma分布のパラメーターが，シンギュラリチーと密接な

一関係をもっていることを示し，併せて一般的にシンギュ

ラリチーの研究には各種の気雰要素，高低気圧群の考察

が重用な意味をもっていることをのべる．

　86・高橋浩一郎（気象研究所）・：日本の風水害につい

　　　て　（12分）

　日本の風水害についてその地域分布，季節変化，経年

変化等を調べた．このような結果から風水害を防ぐ場合

の問題点について述べる．

　87・坂岸昇吉（札幌管区気象台）；雲の研究（II）

　　　（10分）

　筆者は1951年11月～1952年12月の期間，全国6ヵ所の

気雰機関に依頼して雲の写真撮影と雲の高さの高測を行

　＋，’＿　一ヂ「　　　　一1』　…　　　　　　　，一・，一騰灘

い・観測資料の収集に当った．当観測の実施概況は雲の鱒

研究（1）として一昨年の全国気象学会に報告した1今回・、灘

灘慧灘誘魏磁轟養嘉讐灘
て報告したい．　　　　一』講
　88．山元龍三郎（京都大学理学部）：1955年11月22目　・、繋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　モ
　　　騰記録したソ連邦の水爆　よる気嚇、嘆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一偉
　京都・岡山および米子に設置してある志田式微圧計で，灘

表言己の振動記録を検出したので・その伝播状況を融嶺

さらに』波動の分散性を老慮してその振動様式を解析し爆壌

’発地点までの距離を算定した．　　　　　　　　　　　、譲

　89．山元龍三郎（京都大学理学・部）：1954年のマーシ擁擁

　　　ヤル群島における水爆実験による気圧振動　　　　懸
、（第2報）（1・分）　　・　，，㌧懸

　U．＄Weather　Bureanの好意で入手した太平洋上の。講

14カ所の自記気圧計記録を，表記の振動に関し調査した』』滋

結果，次の事実が明らかにされた．　　　一　．　　丁・喋

（1）ビキニ環礁の西方では，比較的近距離にもかかわら　礁

（2魏襟灘蘇；、、西進した、あ，1約，灘

　50玖／sec大きい．　　　　　一　．　1溝
　90，山元龍三郎（京都大学理学部）：気圧波の研究　・、、3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　ロむ
　　　　（第1部，気圧波の理論）　（15分）　　　　　　・講
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　数分乃至十数分の周期をもつ比較的規則正しい気圧振　鷲

動が微圧計に時々記録されるが，その機構についてほ，…ll

界面重力波説（W．Schmidt，A．H．R．Goldie，B．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まHaurwitz，滑川，W．Munk），単純垂直振動説（D．　　ズ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤBmntアN．K　Johnson）および細胞状波動説（H．　、育

Solberg・D・F・Maityn）等がある．著者は風速およぴ　』、1

気温逓減率が一様な2気層での重力波動を細胞状および　控

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ロタ

非細胞状解を含めて取扱い，その振動数方程式を図的に一薫

解いた．さらにエネルギー量の考察から気圧波として優　　ll

越する解を求め・その結果をMunkの観測により検証　譲

した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　黛

　91．山元龍三郎（京都大学理学部）：気圧波の研究　　鴫1

　　　（第2部実測による離論の検証）（12分） ll

　潮岬附近において，志田式微圧計の3点同時観測を約’「謙

3力年行い，高層気i象観測と時間的に一致して記録された　☆

気圧波の2，3の好例を得たので，それにより既存の諸　☆

理論の成否を検した．　　　　　　　　　　　　　　　謬

　92．塩谷正雄（鉄道技術研究所）’：地表風の速度分布　認

　　　の形と璽擦力（12分）　　　　・☆1

’濃匂配をもつ地面附近の矯内の平均風速の分布は聡

対数法則よりはなれている．この速度分布を表わす式は　一《

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ従来多くあるが，摩擦力，地表面の粗度を示す係数およ　、’翼

び浮力の影響を表わす係数の3つをパラメーターとして　　溜

いる．Deacon，Halstead等の導びいた式を用い，これ　　1‘暑1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　噸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　讐　　　1，蝿
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等のパラメーターをアメリカで行われた実測結果より求

1）

2）

3）

4）

30年度事業経過報告

30年度決算報告

31年度事業計画案審議

31年度予算案審議

　　　総　　会

（理事会提出）

（　〃　　）

（　〃　．）

（　〃　　）

a）長期の予報に関する基礎的問題

座長：内

講師：西
　　　　有

　　　　小

　　　　竹

　　　　増

　　　　朝

　　　　須

海（仙台管区気象台）

本（大阪管区気象台）

住（中央気象台）

沢（気象研究所）

永（福岡管区気…象台）

田（気象研究所）

倉（気象研究所）

田（中央気象台）一

』パー　　　　㍗一「

めて，速度分布式の適用性について論ずる．

議　　題

　5）75周年記念事業に関する件　　（　〃　　）

　6）32年度総会開催地に関する件（　〃　　）

　7）　「天気」の編集に関する件　　（関西支部提出〉

シンポジアム

　　　　　　b）降水要素の成長過程について
　　　　　　　　座長：，磯　野（東京大挙）

　　　　　　　1）雪の成長について　　　中谷（北海道大学〉

　　　　　　2）　暖い雨について　　　　藤原（気塚研究所）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駒林（東京大学）

　　　　　　3）降水要素と空中電気　　孫野（北海道大学〉

　　　　　　4）降水要素の化学　　　　杉浦（気象研究所〉

（交渉中）

F門一　　　翫「

　　　　ゼ、　、1

珍


